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鞍
くら

手
て

軽便
けいべん

鉄道
てつどう

と野面
の ぶ

駅
えき

 

 

 金剛
こんごう

の石炭
せきたん

は、文明
ぶんめい

１０年（１４７８）に発見されました。これはわが国で最も古

い石炭の記
き

録
ろく

です。明治２２年（１８８９）に、金剛で本格的
ほんかくてき

な採掘
さいくつ

が始まり、木
こ

屋瀬
や の せ

採炭
さいたん

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

が設立
せつりつ

されました。当初
とうしょ

は、川
かわ

船
ふね

で笹
ささ

尾
お

川
がわ

を下り、堀川
ほりかわ

を通って若松
わかまつ

港
こう

に石炭を輸
ゆ

送
そう

しました。日
にち

露
ろ

戦争
せんそう

の頃
ころ

には、木屋瀬炭鉱用
たんこうよう

の川ひらたが約３００艘
そう

も

あり、多くの船頭
せんどう

で賑
にぎ

わっていました。 

 明治４５年（１９１２）、石炭輸送を目的とした鞍
くら

手
て

軽便
けいべん

鉄道
てつどう

株式会社が設立され、

大正４年（１９１５）に香
か

月
つき

・野
の

面
ぶ

間
かん

３．８ｋｍの『鞍手軽便鉄道』が開通
かいつう

しました。

石炭輸送が主
しゅ

目的
もくてき

でしたが、貨
か

物
もつ

や旅客
りょかく

も輸送し、１日１０往復
おうふく

していました。最
さい

盛
せい

期
き

には、年間約４５万トンの石炭、約５万８千人の旅客を輸送していました。 

 この場所には、かつて野
の

面
ぶ

駅
えき

があり、駅から大
たい

正
しょう

区
く

にかけては、５０数件の商店

が軒
のき

を連
つら

ね、炭鉱
たんこう

町
まち

として繁栄
はんえい

し、木屋瀬銀
ぎん

座
ざ

とも呼
よ

ばれていました。石炭輸送を担
にな

った鉄道も、その後、帝国
ていこく

鉱
こう

業
ぎょう

、筑
ちく

豊
ほう

鉄道などと名
めい

称
しょう

が変わり、昭和２９年（１９

５４）に３９年間の鉄道の幕
まく

を閉
と

じました。 

 野面駅跡
あと

は、住宅地へと変わりました。木屋瀬地域交流センターは石炭積
つ

み込
こ

み

桟橋
さんばし

（ポケット）の跡で、機
き

関
かん

庫
こ

横
よこ

の 給
きゅう

水
すい

搭
とう

の基礎
き そ

だけが当時を偲
しの

ぶ遺
い

構
こう

です。ま

た、線
せん

路
ろ

跡
あと

はほとんどが道路となりましたが、香月には 橋
きょう

梁
りょう

跡
あと

が点在
てんざい

しており、鉄

道の歴史を伝えています。 
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 この２号機関車は、日本政府
せ い ふ

が明治１１

年（１８７８）に英国
えいこく

の名門シャープ・ス

チュアート社から輸
ゆ

入
にゅう

した軽便鉄道機関

車３ 輌
りょう

中
ちゅう

の１ 輌
りょう

で、大正５年（１９１６）

から本線で３８年間活躍
かつやく

しました。 


